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被災盛土の応急復旧に使用する大型土のうを最上段のみ撤去し、

土のうの前面に盛土する本復旧法を開発しました。提案復旧法は、

被災前と同等以上の性能を有します。

研究の背景と目的

研究成果

盛土の復旧時には列車の運行再開を早期に行うために、大型土のうにより応急復

旧する場合があります。この場合、本復旧時に大型土のうの撤去が必要となります。

大型土のうの撤去に要する工事費の増大や施工期間の長期化が課題であるため、

大型土のうの撤去を最小限に抑えた盛土復旧法を開発しました。

盛土体からの排水を大型土のうが阻害

しない構造とすることで、降雨時の安定

性を確保します。

従来の盛土復旧法

地震時に弱点箇所となる最上段の大型

土のうのみ撤去し、残存する大型土のう

の前面に盛土を設けることで、震度6強

相当の地震に対しても脆性的な崩壊に

至らない耐震性を有します。

提案復旧法では、従来復旧法と比較して

工事費を約80%、工期を約60%低減

できることに期待されます。

構造物技術研究部（基礎・土構造）

提案復旧法の設計・施工法を整理した

被災盛土の復旧マニュアルを公開予定です。

提案復旧法の概要を盛土・切土の維持管理の手引きに記載予定です。

今後の展開

大型土のうを本設利用する
盛土復旧法

５

応急復旧

本復旧

③ 大型土のうの撤去

④ 盛土

② 列車防護工（仮土留め）

従来復旧法

① 大型土のうによる修復

提案する盛土復旧法

応急復旧

本復旧

③ 盛土

提案復旧法

① 大型土のうによる修復

② 最上段の大型土のう撤去
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降雨実験による耐降雨性の検証

従来復旧法との工事費・工期の比較

施工コスト 工期（日）

1.0

0.2

：大型土のう設置
：仮土留め
：大型土のう撤去
：盛土

8.4

2.7

（従来復旧法を1.0として整理）

従来復旧法

①大型土のうの設置

②仮土留め
③大型土のう撤去
④盛土構築

提案復旧法

①大型土のうの設置

②上部大型土のう撤去

③盛土構築

約80% 低減 約60% 低減

仮土留め
0.8

仮土留め
5.2

振動台実験による耐震性の検証

土のう模型

累積雨量30mm
＋背面水位0.40m

排水工あり排水工なし

土のう模型土のう

盛土

0
.6

8
m

排水工（砕石）の
有無を変えて検討 崩壊 崩壊しない

実験終了時の盛土内水位

0.00

0.17

0.34

高さ
(m)

0.00 0.36 0.83

横幅(m)

累積雨量330mm
＋背面水位0.40m降雨（30mm/hr）

覆土変状
437gal

714gal
覆土変状

覆土崩壊

大型土のう＋盛土 提案復旧法

計測不能

初期形状

揺すり込み沈下
背面盛土側に変位

のり肩の崩壊

初期形状

すべり面

クラック

大型土のう＋盛土
（600gal 加振後）

提案復旧法
（600gal 加振後）
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